第十三回「史艸賞」募集のお知らせ

　日本女子大学史学研究会は本学史学科の先生方と学生を中心に、一九六〇年に設立されました。本研究会はその創設以来、長く学内関係者にその活動が限定されておりましたが、第三七回大会において史学研究会会則が承認されたことにより、大学院学生主体の研究会に変わりました。
現在は機関誌『史艸』の発行、例会及び研究大会の開催を継続的に行い、会員相互の研究活動の活性化に寄与しています。今後は会員のそれぞれの研究関心により、さらなる発展が期待されます。　
そこで史学研究会会員の研究の深化と発展のために、日本史・東洋史・西洋史の分野より優れた業績を上げた研究者を表彰する「史艸賞」を募集致します。
以下、参考のために「史艸賞」内規を掲載いたします。

「史艸賞」内規
１．本賞は、本会会則第四条４．に定められた「その他本会の目的を達成するために意義ある事業」の一環として設置される。
２．本賞の対象は、『史艸』ならびにその他媒体において、本会会員が原則として前年度８月～当該年度７月中に、さらに場合により前々年度８月～前年度７月中に公刊された研究業績一つ以上（ただし、原則一つ）とする。
（ア）ここで「年度」とは、日本女子大学史学研究会の規定（11月～10月）に合わせることする。
３．自薦他薦により集められた選考対象研究業績について、本会理事会（会長および役員から成る）が受賞対象を決定する。
（ア）選考対象研究業績のとりまとめは、三役会がおこなう。
（イ）選考対象研究業績の受付は、当該年度発行予定の『史艸』への投稿締め切り日をもっ
て終了する。
（ウ）受賞対象候補の選出は、当該年度発行予定の『史艸』の編集校訂作業が完了するまでにおこなう。
（エ）受賞対象の最終決定は、史学研究大会開催時の理事会においておこなう。
４．総会において、授賞式を行う。
５．受賞者に対しては、賞状の他、副賞として金10万円を進呈する。
６．選考の結果および授賞式の委細等については、『史艸』誌上で発表する。
以上

  応募を希望される方は、必要事項と審査対象論文各一部を、二〇二六年九月末日までに左記宛にご送付ください。不明な点がある場合も、同宛先までお問い合わせください。なお本学の院生が応募する場合は必ず指導教員の承諾をもらってください。

〔必要事項〕氏名(フリガナ)、住所、電話、メールアドレス、所属機関、論文情報（論題・掲載雑誌・発行年、査読の有無等）、卒業生・修了生の場合は回生(書式自由)

〔連絡先〕住所：〒１１２―８６８１ 文京区目白台２―８―１ 
日本女子大学文学部史学科内　日本女子大学史学研究会
メールアドレス：sigaku-soumu@fc.jwu.ac.jp

以上、趣旨をご理解いただき、奮ってご応募くださいますよう、ご案内申し上げます。

　二〇二六年七月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本女子大学史学研究会
